
34

青森保健医療福祉研究　2019

原著論文	 https://doi.org/10.24552/00002150		©青森県立保健大学

青森県の勤労若年女性における体型と食行動との関連

～「女子会」での消費行動に着目して～

千葉綾乃1,2），小山達也3），岩部万衣子4），吉池信男1,3）

1 ）青森県立保健大学大学院健康科学研究科， 2 ）青森中央短期大学食物栄養学科
3 ）青森県立保健大学健康科学部栄養学科， 4 ）札幌保健医療大学保健医療学部栄養学科

抄　録 	

〔目的〕　青森県の勤労若年女性のやせ・肥満の背景因子として，「女子会」という新たな視点を含めた分析
を行い，幅広い支援的方策を探索することを目的とした．

〔方法〕　青森県の勤労女性（20～34歳；1,833名）を対象とした横断調査（2014年）データを用い，現 BMI	
3	区分別，やせ群・高 BMI 群での 1 年間の体重変化別に，食習慣及び体型認識との関連，特に「女子会」へ
の参加や消費行動上の価値観にも焦点を当てて検討した．

〔結果〕　脂肪分の多いものをよく食べる者の割合は，高 BMI 群でやせ群に比べ有意に高く，早食いの者の
割合は，高 BMI 群でやせ群と標準群に比べ高かった．「女子会」のメニュー選びでは，高 BMI 群は価格，や
せ群は味を重視する傾向がみられた．やせ群，標準群は，実際の体型よりも過大評価する割合が高かった．
美容と健康のために一番重要なことは， 3 群ともに睡眠の割合が高く，特にやせ群で高かった．高 BMI の
体重増加者は，就寝前の 2 時間以内に夕食を摂る割合，夕食開始時刻が21時以降である割合，生活習慣を改
善しようと思う割合が高かった．

〔結論〕　高 BMI 群には摂取量を適切に自己判断できるような支援が，やせ群や標準群には適正体重を維持
することへの支援が必要である．「女子会」での消費行動上の価値観について BMI による差異が見られ，新
たな視点からの支援の必要性が示唆された．
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Ⅰ．緒　言

　わが国において，女性労働者は着実に増加してお
り，2017年の女性の労働力人口は，2,937万人と2016
年に比べ45万人増加した1）．女性の活躍が国の成長
戦略に盛り込まれている一方で，「管理職になった女
性が犠牲にしたもの」上位 3 位が，趣味に費やす時
間（49％），食生活（42％），健康（31％）であると
の調査結果2）が公表された．勤労女性は，他人にサ
ポートしてもらいにくい食生活や健康を後回しにし
ている可能性がある．しかし，女性の健康増進に対
する社会の支援は，まだ十分とはいえない．また，
この様な環境で働く女性の負担は大きく，様々なス
トレスを感じていることが予測されるが，そのスト
レスに対し，女性は人と話をする対処行動が最も多
いと報告されている3）．

　女性の間では，仕事の延長の飲み会だけではなく，
女性だけの飲み会や食事会，通称「女子会」が数年
前より定着し，食事や会話を楽しむ目的で行われて
おり，ストレス解消の役割を果たしていると考えら
れる．「女子会」には，様々な飲食店で「女子会プラ
ン」が存在しており，その経済効果は約 3 兆7,000億
円に上る4）．20～30歳代の女性は40歳代以降の女性
と比べ外食利用頻度は高いが5），健康的な食生活や
肥満・やせという視点から「女子会」に着目した研
究は，わが国では報告が無い．そこで，我々は「女
子会」に着目し，青森県における勤労若年女性での

「女子会」への参加頻度や消費行動における選択上で
の価値観について検討することとした．
　また，若年女性の健康課題としては，肥満ととも
にやせが問題となっている．20～30歳代の女性にお
いて，やせの者は，やせ志向が強く，「やせているこ
とが健康である」との価値観を有する傾向がある6）．
また，若年女性は生活習慣を見直すきっかけとなり
得るライフイベント（結婚や妊娠など）を経験する
機会が多いが，妊娠を通じて改善した生活習慣は出
産後に維持できていないと報告されている7）ように，
女性はほぼ年齢とともに肥満者の割合が増加してお
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り8），肥満者の割合が低い若年時からの運動や栄養
管理による適正体重が維持できるよう支援する必要
がある9）．肥満に関わる背景因子について若年男性
を対象としたものは複数あるが10～12），若年女性を対
象とした研究は少ない．勤労若年成人の肥満に関わ
る背景因子の男女差について検討した我々の研究13）

において，女性は生活リズムが体重増加に関連して
いることが明らかとなった．しかし，勤労若年女性
に特に焦点を当てて，やせや肥満の背景となる食習
慣や体型の認識を検討した研究は少ない．青森県は
男女共に平均寿命が全国で最も短く14），成人肥満者
の割合は全国上位に位置しており，健康リスクが高
い地域である．また，40～44歳の女性において肥満
者の割合は沖縄に次いで全国第 2 位15）であり，女性
の肥満者がきわめて多い地域である．そのため，健
康あおもり21（第 2 次）16）では「肥満予防対策」を
重点課題の 1 つとし，その対策の基礎データを得る
ために勤労若年女性を対象とした女性の食生活習慣
等実態調査（2014年）17）が実施された．本研究では，
本調査データの追加的な解析を行い，勤労若年女性
のやせや肥満の背景となる食習慣や体型の認識との
関連，特に「女子会」について注目し，その参加頻
度や消費行動における選択上の価値観などについて
検討し，従来的な健康づくり対策の視点よりも幅広
い支援的方策の探索を試みた．

Ⅱ．方　法

　本研究では，青森県が2014年に実施した若年者の食
生活改善モデル事業における食生活習慣等実態調査の
データの一部を用いて分析を行った．本調査は，青森
県健康福祉部から青森県立保健大学に委託され著者ら
が実施した．対象集団は，青森県健康福祉部が県内の
医療保険者及び事業所に協力を求めて，設定された．

1 ．対象者及び調査方法
　2014年 8 ～12月，青森県内の 7 事業所（自治体を
含む）に勤務する20～34歳の女性の被保険者3,119名
を対象に，自記式質問紙による食生活習慣等実態調
査及び事業所健診の結果に基づく身体状況調査が実
施され，1,900名（回収率60.9％）から回答が得られ
た．なお， 7 事業所においては，男女の割合は事業
所ごとに異なるものの女性だけの事業所はなく，男
性もいる事業所である．

2 ．倫理的配慮
　調査の実施に際しては，青森県健康福祉部がん・
生活習慣病対策課によって対象者へ調査目的，調査
方法，調査協力への任意性の確保等について説明が
行われた．同課より匿名化されたデータの提供を受
けて本研究を実施した．本研究計画については，青
森県立保健大学研究倫理委員会の審査で承認された

（承認番号1409，1879）．また，データの使用に際し
ては，青森県健康福祉部がん・生活習慣病対策課か
らの承認を得た．

3 ．解析対象者
　食生活習慣等実態調査より回答の得られた，1,900名
のうち，妊娠中の67名を除き，1,833名を解析対象とし
た．また，無回答は欠損値として扱い，項目ごとに除
外した．対象者の属性は，平均年齢（標準偏差）は
27.6（4.0）歳であり，平均 BMI は20.9（3.1）kg/m2	

であった．

4 ．解析項目
1 ）体重に関する項目（表 1 ）

（1）BMI
　自記式質問紙への身長，体重の自己申告値から計
算した．なお，対象者の約30％（n＝526）において
は，健診の実測データが利用可能で，両者の相関係
数は，身長：0.99，体重：0.98，BMI：0.98と強い
相関があり，Δ＝健診値－自己申告値＝平均	0.05	
kg/m2，標準誤差	0.03	kg/m2	であったことから，
その差は十分に小さいと考えた．また，自己申告と
実測の身長，体重を比較した調査研究においても自
己申告値と実測値の誤差は小さいと報告されてい
る18）．対象者の BMI からやせ，標準，高 BMI の 3 群
に分けた．やせは BMI＜18.5	kg/m2，標準は18.5≦
BMI＜23.6	 kg/m2，高 BMI は 全 体 の 15％で あ る
BMI ≧23.6	kg/m2	とした．“高 BMI” のカットオフ
値については，わが国における肥満の判定基準は
BMI ≧25.0	kg/m2	であるが，該当者は8.4％と少な
く，BMI＜25.0	kg/m2	であっても相対的に高 BMI
と考えられる，上位85パーセンタイルを占める
BMI ≧23.6	kg/m2	を高 BMI とした．これは，米国
の国民健康・栄養調査における “overweight” の定義
を使用したものである19）．

（2） 1 年間の体重変動
　自記式質問紙への自己申告（特定健康診査の標準
的な質問票の質問項目「この 1 年間で体重の増減
が±3	kg 以上あった」に加えて，増加・減少量

（kg）を記載してもらった）の項目を用いた．3	kg
以上増加を“体重増加”，3	kg 以上減少を“体重減
少”とした．
2 ）食習慣や体型の認識等に関する項目（表 2 ，3 ，5 ）
　本調査の生活習慣等調査票（64項目）13）は，特定
健康診査の標準的な質問票に新たな質問項目を追加
し作成された調査票である．この64項目から今回の
研究のために必要と考えられた27項目（表 2 ）を選
択して，解析に用いた．すなわち，食習慣（18項
目），女子会（ 3 項目），美容と健康に重要なこと

（ 1 項目），青森県在住期間（ 1 項目），体型・体重管
理（ 4 項目）を解析に用いた．なお本調査では，「女
子会」を「女性だけの飲み会，食事会」と定義して
いる．「女子会」に関する 3 項目の 1 つ目は「女子
会」の参加頻度について，「女子会（女性だけの飲み
会や食事会）には行きますか」， 2 つ目は飲み放題の
利用の有無について，「女子会では飲み放題を選びま
すか」， 3 つ目はメニュー選びでの重要視項目につい
て，「女子会でのメニュー選びで重要視する項目を次



36

青森保健医療福祉研究　2019

の 6 つ（量，価格，味，見た目，油（脂）が少ない，
栄養のバランス）の中から 3 つ選び， 1 位から 3 位
まで順位を付けてください」とした．女子会のメ
ニュー選びで重要視する項目については， 1 位で選
択した項目に 3 点， 2 位で選択した項目に 2 点， 3
位で選択した項目に 1 点，選択していない項目に 0
点とし，その合計点を用いた．

5 ．解析方法
　統計解析は SPSS	Statistics	ver.	24（日本アイ・
ビー・エム株式会社）を使用し，有意水準は両側検
定で 5 ％とした．群間差の検定として，名義尺度に
ついての BMI	3	群間の比較には χ2	検定を行った．
BMI	3	群間の比較において有意差を認めた場合は，
どの群において有意差が認められたかを検討するた
め，下位検定として残差分析を行った．順序尺度に
ついての BMI	3	群間の比較には Kruskal-Wallis 検
定を行い，有意差を認めた場合は Mann-Whitney の
U 検定による多重比較（Bonferroni 補正）を行った．
　また，やせ群の中では 1 年間の体重変動が	3	kg以
上減少の者とそれ以外の者とを分けて，高 BMI 群で
は 1 年間の体重変動が	3	kg 以上増加の者とそれ以
外の者とに分けて，食習慣や体型の認識等について
は，χ2	検定（期待度数が 5 未満の場合は Fisher の直
接法）または Mann-Whitney の U 検定を用いて，そ
れぞれ 2 群間の比較を行った．さらに，女子会での
メニュー選びで重要視する項目については，BMI	3	
群間の比較に各順位で χ2	検定を行った．

Ⅲ．結　果

1 ．対象者の現 BMI と 1 年間の体重変化量，青森県
在住期間（表 1 ）

　解析対象者のうち，やせ（BMI＜18.5	 kg/m2）
は 298 名（17.0％），標 準（18.5	 kg/m2 ≦ BMI＜
23.6	 kg/m2）は 1,191 名（67.8％），高 BMI（23.6	
kg/m2≦ BMI）は268名（15.3％）であった． 1 年間

の体重変化量については，やせで体重減少がある者
は27名（9.2％），高 BMI で体重増加がある者は75名

（28.4％）であった．また，全体の86.7％（1,513名）
が20年以上青森県に在住していた．

2 ．現 BMI（やせ・標準・高 BMI）及び 1 年間の体
重変化量と食習慣（表 2 ）

　脂肪分の多いものをよく食べる者の割合は，高BMI
群（75.3％）でやせ群（44.3％）に比べ有意に高く

（p＜0.001），食べる速度が速い者の割合は，高 BMI
群（37.1％）でやせ群（20.5％）と標準群（29.0％）
に比べ高かった（p＜0.001）．運動や食生活等の生活
習慣を改善するつもりはない者の割合は，やせ群

（29.8％），標準群（22.4％），高 BMI 群（9.8％）の
順に高かった（p＜0.001）．
　やせで体重減少がある者では，就寝前の 2 時間以
内に夕食を摂る者の割合が，そうでない者に比べ高
かった（p＝0.007）．高 BMI で体重が年	3	kg 以上
増加している者では，就寝前の 2 時間以内に夕食を
摂る者の割合（p＝0.011），夕食開始時刻が21時以
降である者の割合（p＜0.001），生活習慣を改善し
ようと思う者の割合（p＜0.001）が高かった．

3 ．現 BMI（やせ・標準・高 BMI）及び 1 年間の体重
変化量と「女子会」に関わる態度・行動，美容と
健康に重要なもの，青森県在住期間（表 3 ，4 ）

　「女子会」の参加頻度では，BMI	3	群間で差はみ
られなかった．飲み放題を利用している者の割合に
ついては，有意な差はみられなかったが，高 BMI 群

（58.9％）ではやせ群（47.9％）に比べ高かった．
「女子会」でのメニュー選びで重要視する項目につい
て表 4 に示した．「女子会」のメニュー選びで最も価
格を重視する者の割合は，高 BMI 群（35.7％）では
やせ群（20.8％）に比べ高く，最も味を重視する者
の割合はやせ群（67.7％）では高 BMI 群（49.7％）
に比べ高かった．美容と健康のために一番重要なこ

表 1　対象者の現BMI と 1 年間の体重変化量，青森県在住期間

20－24歳 25－29歳 30－34歳 総計
n （％） n （％） n （％） n （％）

BMI
やせ（BMI＜18.5） 	 73 （15.0） 111 （17.6） 114 （17.8） 		 298 （17.0）
標準（18.5≦ BMI＜23.6） 345 （71.0） 421 （66.6） 425 （66.5） 1,191 （67.8）
高 BMI（23.6≦ BMI） 	 68 （14.0） 100 （15.8） 100 （15.6） 		 268 （15.3）

1 年間の体重変化量
やせ

－3	kg 以上減少 	 	 9 （12.3） 	 	 9 （	 8.3） 	 	 9 （	 8.0） 		 	 27 （	 9.2）
－3	kg 未満減少・変動なし・増加 	 64 （87.7） 100 （91.7） 104 （92.0） 		 268 （90.8）

高 BMI
＋3	kg 以上増加 	 19 （28.8） 	 27 （27.0） 	 29 （29.6） 		 	 75 （28.4）
－3	kg 未満増加・変動なし・減少 	 47 （71.2） 	 73 （73.0） 	 69 （70.4） 		 189 （71.6）

青森県在住期間

5 年未満 	 14 （	 2.9） 	 30 （	 4.8） 	 	 4 （	 0.6） 		 	 48 （	 2.7）
5 年以上10年未満 	 	 5 （	 1.0） 	 19 （	 3.0） 	 21 （	 3.3） 		 	 45 （	 2.6）
10年以上15年未満 	 	 9 （	 1.9） 	 	 4 （	 0.6） 	 22 （	 3.5） 		 	 35 （	 2.0）
15年以上20年以上 	 71 （14.7） 	 19 （	 3.0） 	 15 （	 2.4） 		 105 （	 6.0）
20年以上 385 （79.5） 556 （88.5） 572 （90.2） 1,513 （86.7）

無回答は欠損値として扱い，項目ごとに除外した．
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表
3
　
現
BM
I（
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せ
・
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及
び
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年
間
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体
重
変
化
量
と
「
女
子
会
」
に
関
わ
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態
度
・
行
動
，
美
容
と
健
康
に
重
要
な
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の
，
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森
県
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期
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掲
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有

意
差

あ
り
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とでは，BMI	3	群ともに睡眠と回答した者の割合が
高く，特にやせ群（43.8％）でその割合は高かった．
次 に 食 事 と 回 答 し た 者 の 割 合 が 高 く，標 準 群

（35.8％），高 BMI 群（32.4％）に 比 べ て や せ 群
（41.0％）で高かった．また，運動と回答した者の割
合は，高 BMI 群（29.7％）ではやせ群（9.3％）に
比べ高かった．青森県在住期間については，BMI に
よる差はみられなかった．

4 ．現 BMI（やせ・標準・高 BMI）及び 1 年間の体重
変化量と体型の認識，理想体重，体重管理行動

（表 5 ）
　体型の認識については，やせ群では，「少しやせ
ている」，「ふつう」，標準群では，「ふつう」，「少し
太っている」，高 BMI 群では，「太っている」，「少
し太っている」と思っている者の割合が高かった

（p＜0.001）．やせ群では，理想と思っている体型は
BMI 換算で	18.5	kg/m2	未満に該当する割合が高く，
標準群や高BMI群ではBMIが	18.5	以上	23.6	kg/m2	

未満に該当する者の割合が高かった（p＜0.001）．理
想の体重に近づけよう，理想の体重を維持しようとし
ている者の割合は，標準群ではやせ群に比べて有意に
高かった（p＝0.002）．
　高 BMI で体重増加がある者では，ほとんど毎日体
重を測定している者の割合が，そうでない者に比べ
高かった（p＝0.001）．

Ⅳ．考　察

　本研究では，青森県の勤労若年女性を対象に，や
せや肥満の背景因子となる食習慣や体型の認識との
関連，特に「女子会」に着目して，その消費行動上
の価値観についても検討した．やせ群は全体の17％
で，国民健康・栄養調査（2016年）8）では20～29歳が
20.7％，30～39歳が16.8％であり，やせの割合にお
いては全国とおおよそ同等の割合であった．体重増
加した者の割合，体重減少した者の割合ともに BMI	
3	群間の中で高 BMI 群が最も高かった．減少した者
については，高 BMI を自覚し，減量を行った可能性
が考えられる．

1 ．食習慣や「女子会」に関わる態度・行動，体型
の認識等と BMI 3 群間の比較

　BMI	3	群間において，食習慣では脂肪分の多いも
のをよく食べる者の割合は，高 BMI 群はやせ群に比
べ有意に高く，食べる速度が速い者の割合は，高
BMI 群で，やせ群と標準群に比べ高かった．脂肪分
の多いものをよく食べることは体重増加に関連がみ
られ13），食べる速度が速いことと肥満に関する報告
は複数あり20,21），BMI	3	群間の比較において，一般
的に体重増加に関わると考えられる項目で関連がみ
られた．
　「女子会」については，BMI	3	群間による参加頻
度の差はみられなかった．メニュー選びで重要視す
るものについては，価格を重要視する者の割合は，
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高 BMI 群でやせ群に比べ高く，味を重要視する者の
割合はやせ群で高 BMI 群に比べ高かった．高 BMI
群では，やせ群に比べ食べる量が「腹一杯食べる」
と回答した割合が高いが，メニュー選びで最も重要
視するものは量ではなかった．肥満者は「たくさん
食べていても，自分の食べた量はそれほどでもない」
と感じる摂食量に対するずれがある22）．また，糖尿
病患者を対象とした研究では BMI 高値群は BMI 低
値群に比し，終了した支払いを過剰に評価する支払
回収心理（元を取ろうとする心理）がみられる23）こ
とから，高 BMI 群はコストパフォーマンス（いわゆ
る「コスパ」）を考え，無意識のうちに過食につなが
る行動をとっていると考えられる．飲み放題を利用
する割合についても「元を取ろう」という支払回収
心理から，やせ群より高 BMI 群で高い傾向だったと
推察される．やせ群では，少食または食べ過ぎに気
を付けている可能性があり，量より質を求め，「味を
重要視する」と回答したことが推察される．BMI 群
別によりメニュー選びで重要視するものが異なるこ
とから，「女子会」での消費行動における選択上の価
値観と体型に関連があることが見出された．
　体型では，やせ群で「ふつう」と思っている割合
が41.2％，標準群で「太っている」，「少し太ってい
る」と思っている割合が55.7％であり，主観的評価
と客観的評価との間にギャップが生じている．やせ
群のうち55.4％は，「やせている」，「少しやせいてい
る」と自己評価しているが，理想体型は69.6％が
BMI	18.5	kg/m2	未満であり，理想体重に近づけよ
う，維持しようと思っている者の割合が53.4％であ

ることから，やせ群の約半数はやせている自覚はあ
りながら，やせの状態を望んでいることが明らかと
なった．また，標準群の理想体型は BMI	18.5	以上
であるが，標準群の約半数が「少し太っている」，

「太っている」と自己評価しており，標準群において
も，痩身願望があることが推察される．女性は，男
性よりもメディアの影響を受けて痩身理想を内在化
しやすいといわれ24），20歳代の女性は，他人と比べ
て太っていると認識している割合が最も高い25）．さ
らに，痩身によるメリット感が高まり，痩身願望に
結びつくという報告26）から周囲の人だけではなくメ
ディアに出ている女性とも比較し，やせることによ
るメリット感が女性のやせ志向の要因であると考え
られる．
　美容と健康のために一番重要なことについては，
やせ群は高 BMI 群に比べ睡眠と食事と回答する者の
割合が高く，高 BMI 群はやせ群に比べ運動と回答す
る者の割合が高かった．高 BMI 群は，運動で減量す
ることにより，美しく，健康になれるという思いが
あると推察される．やせ群において，睡眠が最も高
い割合となったことは，太っていないことを自覚し，
運動や食習慣の改善の必要性を感じておらず，相対
的に睡眠と回答していた可能性がある．また，やせ
の者は「やせていることが健康」という誤った価値
をもっている傾向があり7），生活習慣を改善するつ
もりはないと回答する者の割合が，やせ群で高かっ
たと推察される．反対に，高 BMI 群は太っているこ
とを自覚し，このままでは良くないと感じ，改善す
るつもりはないと回答する者の割合が低かったこと

表 4　女子会でのメニュー選びで重要視する項目

やせ 標準 高 BMI
総計

p 値†（BMI＜18.5） （18.5≦ BMI＜23.6） （23.6≦ BMI）
n （％） n （％） n （％） n （％）

1 位

量 	 	 3 （	1.6） 	19 （	2.3） 	4 （	2.3） 	26 （	2.2）

＜0.001

価格 	40 （20.8） 223 （27.5） 61 （35.7） 324 （27.6）
味 130 （67.7） 468 （57.8） 85 （49.7） 683 （58.2）
見た目 	12 （	6.3） 	73 （	9.0） 15 （	8.8） 100 （	8.5）
油（脂）が少ない 	 	 2 （	1.0） 	 	 6 （	0.7） 	1 （	0.6） 	 	 9 （	0.8）
栄養バランス 	 	 5 （	2.6） 	21 （	2.6） 	5 （	2.9） 	31 （	2.6）

2 位

量 	34 （17.7） 	96 （11.9） 22 （12.9） 152 （13.0）

0.091

価格 	82 （42.7） 321 （39.7） 60 （35.1） 463 （39.5）
味 	33 （17.2） 188 （23.3） 53 （31.0） 274 （23.4）
見た目 	25 （13.0） 141 （17.5） 23 （13.5） 189 （16.1）
油（脂）が少ない 	 	 4 （	2.1） 	12 （	1.5） 	3 （	1.8） 	19 （	1.6）
栄養バランス 	14 （	7.3） 	50 （	6.2） 10 （	5.8） 	74 （	6.3）

3 位

量 	59 （30.7） 269 （33.5） 58 （34.3） 386 （33.1）

0.426

価格 	50 （26.0） 159 （19.8） 35 （20.7） 244 （20.9）
味 	17 （	8.9） 	93 （11.6） 19 （11.2） 129 （11.1）
見た目 	37 （19.3） 137 （17.0） 37 （21.9） 211 （18.1）
油（脂）が少ない 	 	 6 （	3.1） 	32 （	4.0） 	5 （	3.0） 	43 （	3.7）
栄養バランス 	23 （12.0） 114 （14.2） 15 （	8.9） 152 （13.0）

無回答は欠損値として扱い，項目ごとに除外した．
†順位ごとの BMI	3	群間による χ2	検定
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が予測される．

2 ．やせ群と高 BMI 群の 1 年間の体重変化量
　やせ群のうち体重減少がある者では，就寝前の 2
時間以内に夕食を摂ることが週 3 回以上ある者の割
合や脂肪分の多いものをよく食べる者の割合がそう
でない者に比べ高いが，それ以外の食習慣では，差
がみられなかった．これは，やせ群で体重減少がみ
られた原因として，本研究において検討していない
潜在的な病態や食が細い，ストレス，不必要な減量
による食事摂取量の低下やエネルギー消費量の増加
が背景にある可能性も考えられる．しかし，生活習
慣を改善するつもりはないと回答する者の割合が，
体重減少がある者はそうでない者に比べ高く，やせ
による健康障害等の自覚が薄いことが推察される．
　高 BMI で体重増加がある者では，就寝前の 2 時間
以内に夕食を摂る者の割合，夕食開始時刻が21時以
降である者の割合が，そうでない者に比べ高く，遅
い時間の夕食が高 BMI の者の体重増加に関連してい
る可能性が示唆された．また，高 BMI で体重増加が
ある者では，生活習慣を改善しようと思う者の割合
が，そうでない者に比べ高く，体重増加に対し「こ
のままでは良くない」と感じているのかもしれない．
　以上のような結果を踏まえ，高 BMI 群に対して
は，肥満・体重増加予防のために食習慣だけではな
く，運動が出来る環境の整備や支援が有効であると
考えられる．一方，やせ群や標準群に対しては，や
せによる健康障害についての知識を身につけ，美容
目的の過度なダイエットを避け，適正体重を維持す
ることが，生涯の健康とともに次世代の健康を守る
ことにもつながるという理解を深めることが望まれ
る．しかし，健康や栄養についての知識を身につけ
るだけでは，行動変容は難しいと考えられるため，
食環境へのアプローチや無意識のうちに行動の変化
を促す仕掛けとしてのナッジについても検討するこ
とが今後の課題である．また，「女子会」のメニュー
選びで重要視する内容については，「女子会」に限ら
ず対象者自身の消費行動における選択上の価値観に
基づく可能性もあり，日常の食行動などにも影響を
与えていることが考えられる．そのため，高 BMI 群
の食事摂取量に対する認識のずれや支払回収意識に
対して，正しい摂取量の認識や食べ過ぎ，飲み過ぎ
による体重増加が健康を損なう可能性があることに
ついて，より適切に自己判断できるような支援も必
要であろう．

3 ．限界点
　本研究の限界点として，いくつか挙げられる． 1
点目に，対象の事業所が無作為に選ばれたものでは
なく，一般化には限界がある． 2 点目に，横断調査
に基づいた解析のため，因果関係を述べることはで
きない． 3 点目に，家族構成や出産経験の有無，役
職の有無などの把握がされていないため，これらの
項目により影響を受けている可能性がある． 4 点目
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に，職種については事務職及び現業系も含まれてお
り，限られた職域での調査であり，特に女子会の実
施や利用する飲食店，飲み放題の利用の有無などは
職域や年齢，未婚・既婚などによる差があることを
考慮しなければならない． 5 点目に，体重について
は自己申告値を用いたため，誤分類が起きている可
能性がある． 6 点目に，コストに対する意識に関し
ては重要な要素と考えられるが，行動経済学的な指
標の把握がなされていない． 7 点目に，「女子会」に
おいての飲み放題は，グループごとでの利用となる
ため，その場面における各個人の具体的な行動とは
一致しない可能性がある．しかし，本研究において
の飲み放題の利用の有無についての質問に関する回
答は，一般的な状況下での個人の価値観や好みを表
しているのではないかと考えられる．
　以上の限界点はあるものの，本研究では勤労若年
女性において，体型により生活習慣の改善意識や美
容，健康に重要と考えるものに差があること，体型
と「女子会」での消費行動との関連の手がかりを見
出すことができた．本研究においての「女子会」は，

「女性だけの飲み会，食事会」と定義しており，商業
的な「女子会」に限定はしていない．しかし，現に
世の中には商業的な「女子会」があり，本研究の

「女子会」においても商業的な「女子会」が一定の割
合で含まれていると考えられる．そして，商業的な

「女子会」がこれまで同様，またはさらに利用が広
がったときに，今回得られた知見がビジネスサイド
においても活用されることで食環境の整備へと繋が
ることが期待できる．今後の研究上の課題としては，
勤労若年女性の肥満や体重増加に繋がる行動や特徴，
様々な価値観についても，行動経済学的指標を用い
た研究が必要である．

Ⅴ．結　論

　女性の肥満者の割合が極めて高い青森県では，特
定健診開始前の20～30歳代からの支援的環境の整備
が必要である．今回，20～34歳の勤労女性を対象と
した横断調査データを用いて，特に新たな視点から

「女子会」に着目した分析を行った．その結果，肥満
に関わる従来的な食行動リスク因子や，体型の認識
のずれ等を確認するとともに，「女子会」において，
体型によりメニュー選択時に重要視するものが異な
ることが明らかとなった．このことから，より幅広
い視点からの食環境整備や支援的方策が必要である
と考えられた．

利益相反

　利益相反に相当する事項はない．
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ABSTRACT

［Objective］To	explore	a	wide	scope	of	supportive	measures	on	eating	habits	among	young	working	
women	in	Aomori	prefecture,	we	analyzed	the	background	factors	influencing	underweight	and	over-
weight	physiques	from	a	new	viewpoint	of	“get-togethers	of	women”.

［Methods］	We	examined	the	associations	between	the	current	BMI	categories	and	weight	change	in	the	
past	one	year,	and	eating	habits,	perception	of	physique,	and	the	values	in	consumption	behavior	at	
“get-togethers	of	women”.	The	datasets	of	a	cross-sectional	 survey	undertaken	 in	2014	 for	1,833	
working	women	aged	20-34	years	in	Aomori	Prefecture	were	used.

［Results］	The	proportion	of	those	frequently	consuming	high-fat	meals	 in	the	overweight	group	was	
higher	than	that	in	the	underweight	group.	The	proportion	of	fast	eating	in	the	overweight	group	
was	 also	 higher	 than	 that	 in	 other	 groups.	 When	 selecting	 from	 the	 menu	 at	 “get-togethers	 of	
women”,	 the	 overweight	 group	was	more	 likely	 to	 focus	 on	 price	while	 the	 underweight	 group	
focused	on	taste.	The	underweight	and	normal-weight	groups	tended	to	overestimate	their	physiques.	
All	three	groups	answered	that	adequate	sleep	was	the	most	important	factor	for	maintaining	their	
beauty	and	health,	with	the	highest	proportion	in	the	underweight	group.	Among	the	women	who	
gained	weight	in	the	overweight	group,	the	proportions	of	those	eating	within	2	hours	of	going	to	bed,	
those	consuming	meals	after	9	p.m.,	and	those	willing	to	improve	their	lifestyles	were	higher	than	
those	in	other	groups.

［Conclusion］	The	support	to	practice	self-management	of	the	amount	of	their	food	intake	is	needed	for	
the	overweight	group,	whereas	 the	support	 to	maintain	 the	 ideal	body	weight	 is	needed	 for	 the	
underweight	and	normal-weight	groups.	The	different	values	in	consumption	behaviors	at	“get-togeth-
ers	of	women”	were	shown	by	the	BMI	category	assigned	in	this	study.	A	support	should	be	estab-
lished	from	this	new	viewpoint.
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